
補助金をもらった場合の経理処理

補助金をもらった場合の経理処理については、次の３パターンが考えられます。

（１） 圧縮記帳しないケース

（２） 圧縮記帳するケース

① 直接減額方式

・・・損金経理により帳簿価額を直接減額する方法

② 積立金方式

・・・決算確定の日までに剰余金の処分により圧縮積立金を積立てる方法

【設例】

当期末に『もの創り補助金』１，０００万円の交付を受け、３，０００万円の機械を取得しました。

（１） 圧縮記帳しないケース・・・法人税申告書での別表調整なし

（１年目）

① 補助金１，０００万円について、損益計算書に国庫補助金収入１，０００万円を計上

② 貸借対照表には、機械装置３，０００万円が計上されます。

（２年目）

① 損益計算書上、減価償却費については、機械装置３，０００万円に対応する減価償却費

３００万円が計上されます。



（１） 圧縮記帳しないケース・・・法人税申告書での別表調整なし

① １年目

貸借対照表

機械装置 30,000,000

資本金 ×××

繰越利益剰余金 ×××

損益計算書

～

～

～

（特別利益）

国庫補助金収入 10,000,000

（特別損失）

～

資産 負債

純資産



② ２年目

貸借対照表

機械装置 30,000,000

減価償却累計額 △3,000,000 資本金 ×××

繰越利益剰余金 ×××

損益計算書

～

（販売費および一般管理費）⇒もしくは、製造原価報告書上の『経費』

減価償却費
3,000,000

～

～

（特別利益）

～

資産 負債

純資産



（２） 直接減額方式・・・法人税申告書での別表調整なし

（１年目）

① 補助金１，０００万円について、損益計算書に国庫補助金収入１，０００万円を計上

（これは上記（１）と同じ）

②

（２年目）

①

（２） 直接減額方式・・・法人税申告書での別表調整なし

① １年目

貸借対照表

機械装置 20,000,000

資本金 ×××

繰越利益剰余金 ×××

損益計算書

～

～

～

（特別利益）

国庫補助金収入 10,000,000

（特別損失）

機械装置圧縮損 10,000,000

～

損益計算書には、機械装置圧縮損１，０００万円が計上され、貸借対照表には、１，０００

万円を直接機械装置から減額させ、機械装置２，０００万円が計上されます。

損益計算書上、減価償却費については、圧縮損１，０００万円を控除した後の機械装置

２，０００万円に対応する減価償却費２００万円が計上されます。

資産 負債

純資産



② ２年目

貸借対照表

機械装置 20,000,000

減価償却累計額 △2,000,000 資本金 ×××

繰越利益剰余金 ×××

損益計算書

～

（販売費および一般管理費）⇒もしくは、製造原価報告書上の『経費』

減価償却費
2,000,000

～

～

～

負債

純資産

資産



（３） 積立金方式・・・法人税申告書での別表調整あり

（１年目）

① 補助金１，０００万円について、損益計算書に国庫補助金収入１，０００万円を計上

（これは上記（１）と同じ）

②

（２年目）

①

②

（３） 積立金方式・・・法人税申告書での別表調整あり

① １年目

貸借対照表

機械装置 30,000,000

資本金 ×××

機械装置圧縮積立金 10,000,000

繰越利益剰余金 ×××

損益計算書

～

～

（特別利益）

国庫補助金収入 10,000,000

～

資産 負債

純資産

圧縮額１，０００万円に対応する減価償却費相当額１００万円（この金額は、直接減額方

式による減価償却費と積立金方式による減価償却費の差額に相当します）について、

調整が入ります。

貸借対照表上、純資産の部の機械装置圧縮積立金を１００万円減額させます。

そして、減価償却超過額１００万円として別表調整（加算）します。

貸借対照表上、純資産の部において、繰越利益剰余金１，０００万円を減らし、機械装

置圧縮積立金１，０００万円が計上されます。資産の部には、機械装置３，０００万円が

計上されます。

損益計算書上、減価償却費については、機械装置３，０００万円に対応する減価償却費

３００万円が計上されます。



法人税申告書

別表四

留保 社外流出

① ② ③

10,000,000 10,000,000

別表五

減 増

① ② ③ ④

10,000,000 10,000,000

10,000,000 △10,000,000

当期の増減
差引翌期首現在

利益積立金額

①－②＋③

機械装置圧縮積立金

機械装置圧縮積立金積立

区分

期首現在

利益積立金額

減

算

機械装置圧縮積立金積立

～

区分

総額

処分

～

加

算



② ２年目

貸借対照表

機械装置 30,000,000

減価償却累計額 △3,000,000 資本金 ×××

機械装置圧縮積立金 9,000,000

繰越利益剰余金 ×××

損益計算書

～

（販売費および一般管理費）⇒もしくは、製造原価報告書上の『経費』

減価償却費
3,000,000

～

～

（特別利益）

～

～

資産 負債

純資産



法人税申告書

別表四

留保 社外流出

① ② ③

1,000,000 1,000,000

1,000,000 1,000,000

1,000,000 1,000,000

別表五

減 増

① ② ③ ④

10,000,000 1,000,000 9,000,000

△10,000,000 1,000,000 △9,000,000

1,000,000 1,000,000 0

Ｎ総合会計　　西垣　紀克

当期の増減
差引翌期首現在

利益積立金額

①－②＋③

機械装置圧縮積立金

機械装置圧縮積立金積立

区分

期首現在

利益積立金額

減価償却の償却超過額

減

算

減価償却超過額の当期認容額

～

区分

総額

処分

～

加

算

機械装置圧縮積立金取崩

減価償却の償却超過額


